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Factors Related to Mental Health of Foreign Care Workers in 

Long-Term Care Facilities in Japan during the COVID-19 

Pandemic -A Comparative Study 

（コロナ禍における福祉現場で働く外国人介護者の mental

he al thに影響する要因一日本人介護者との比較）

論文内容の要旨 (1,000字～ 2,000字でまとめること。）

【背景 】超高齢社会を迎えた日本では、高齢化の進展とともに要介

護商齢者の数も増加し、それに伴って医療や福祉サービスの需要は

大幅に増大することが予想され、高齢者を支える社会の仕組み作り

がますます重要となってきている。医療福祉ケア領域における外国

人人材の受け入れが制度的にも急速に進められている 。法務省 入国

管理局によると 2020 年 12 月時点の医療 •福祉 現場で働く在住外

国人労働者は 43446 人であり、前年と比べ 18.0％の増加がみられた 。

これから、介護人材の確保を喫緊の課題とする日本において、 外国

人介護者の就労が継続的、安定的に供給されるため、外国人介護者

の mentalhealth の支援も必要である 。しかし 、これ ら研究の中に

在日外国人介護者に対象にした mental health の課題や支援に関

する研究は少ない。

【目的 】本研究の目的は、 COVID-19 流行下、日本における外国人介

護者と日本人介護者の mentalhealthの実態について比較し、外国

人介護者の mental healthに影孵する特徴的な要因を明らかにする

ことを目的とする 。

【方法 】日本の 8 0の EPA 介護福祉士候補者 受入れ介護 施設に勤務

する外国人介護者と日本人介護者を対象に、オンラインで自記式ア

ンケートを用いた横断調査を実施した。調査期間は 2021年の 8月か



ら 11月であった。調査項目は、属性、仕事量、報酬、ストレス対応

能力、 COVID-19特有の要因、孤独感および mentalhealthであった。

尺度として、報酬と仕事凪を the effort-reward imbalance 

questionnaire、ストレス対応能力を Senseof Coherence-3 scale、

孤独感を UCLA Loneliness scale version 3、mental healthを the

Kessler-6 scale によって測定した 。 外国人介護者について調査項

目は文化適応程度、日本語レベル、国籍などを加えた。両群の参加

者のデータを 、 カイニ乗検定 Mann-WhitneyU 検定、 Fisher's 

exact 検定を用いて比較した 。 統計解析ソフトは R version 4. 1. 1 

と Smartplsを用い、有意水準を 0.5％以下とした 。 倫理的配慇とし

て、本研究は神戸大学大学院保健学研究科倫理審査委員会の承認を

得ている 。

【結果 】外国人介護士 (N=l72) の平均年齢は 29歳、日本人介護者

(N=l54) の平均年齢は 41歳であり、外国人介護者の平均年齢が低

いことが見られた。外国人介護者は介護施設の経験年数 (3.5 8士

2. 61) は日本人介護者 (10.65土 5.7 2) より短いことが見られた 。

外国人介護者の SOC(l5.03土 2.82)は、日本人介護者 (13.91土 3.3 7) 

よりも良好であった 。 さらに、外国人介護職サンプルにおける文 化

的適応と精神的健康の関係は、孤独感および SOCによって媒介され

ることを見いだした。モデル検証の結果、報酬、孤独感、 SOC、COVID-19

特有の要因が外国人介護者と日本人介護者の両方の mental health 

に有意に関連していた 。

【結論 】外国人介護者の mental health向上のため、教育的観点か

らは、外国人介護者のストレス対処能力を向上させるための教育プ

ログラムを取り入れることが有効と考えられる 。 職場環境改善の観

点からは、外国人介護者の納得できる報酬を考應し、管理者は部下

の状態に合わせた必要なサポートを実施し、効果的な方略を検討す

ることが重要である 。
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要 旨

本論文は 、 コロナ 禍 における 外 国人 介 護者と日本人介護者の mental health に影響

する要因とその 相 違を 明 らかにした 研 究である 。 日本の 80の EPA介護福 祉 士候補者受

入れ介 護 施 設に勤務する外国人介 護者と日本 人 介護者を対象に、オンラインで自記式ア

ンケ ート を用 い た横 断調査を実施 した 。調査項目は 、属 性、 仕事見、報 酬、 ストレス対

応 能 力 、COVID-19特有の要囚、 孤 独感および mentalhealthであった。 mentalhealth 

への影孵要因につ い ては Partial Least Squares Structural Equation Modelingによ

り分 析 した 。

外 国 人介 護士 172名 、日本人介護士 154名のデ ー タから モ デル検 証を行った結果、報

酬、孤独 感 、SOC、COVID-19特 有の要因が 外 国人介 護者と 日本人 介護者の 両 方の mental

health に有意に影響 して い ることを 明 らかに した。 更に、本研 究により 外 国人介護 職

者にお け る文化的 逝 応 と精神的健康の 関係 は 、孤独感および SOCによって媒介される こ

とが見いださ れ た。

これまで 明 らかにされてこなかった外国人 介 護士の精神 面に影孵する要因を 明 らカ

にし、かつ日本 人介護士 との共通点と 相 違点を 明確化 した こ とは、双方への効果的支援

につながる重要な知見を得たものとして 価 値ある集積であると認める 。

よって，学位 申請者の呉僻は，博士（保健学）の学位を得る資格があると認める 。
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